
 

１２
月
定
例
会
議
で
は
４
項
目
に
つ
い

て
質
問
し
て
き
ま
し
た
。 

今
年
１１
月
に
、
日
本
で
初
め
て
聴
覚
障

が
い
者
の
国
際
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
デ
フ
リ

ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
を
契

機
に
、
障
が
い
者
へ
の
理
解
を
深
め
る
取

り
組
み
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の

か
、
質
問
し
て
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
今
年
４
月
か
ら
始
ま
る
「
新
制

度
の
シ
ル
バ
ー
パ
ス
ポ
ー
ト
」
に
つ
い
て

質
問
し
、
市
長
か
ら
利
用
実
態
等
を
検
証

し
た
う
え
で
必
要
に
応
じ
た
見
直
し
も

検
討
す
る
と
の
答
弁
を
、
よ
う
や
く
取
り

付
け
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

 

今
年
も
、
生
活
に
密
着
し
た
問
題
に
粘

り
強
く
取
り
組
み
、
成
果
に
繋
げ
ら
れ
る

よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
。 
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ゆみこの
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11 月 15 日（金）、岡部根深・前田地区、

飯坂町平野地区、仁井田地区へ市街化調整区

域における地区計画の状況を視察しました。 

岡部地区（写真）は宅地 133 区画で、浸水

想定区域として 1.5 メートルの盛土を行い、

全体で 5,300 トンの溜池を計画しています。 

計画地には商業施設も入り、地域振興も図

られますが、活性化に伴う道路整備も必須と

思われます。 

新しい年を迎え、皆様におかれましてはご

健勝のこととお慶び申し上げます。 

今年は、アメリカではトランプ氏が大統領

に返り咲き、日本をはじめ世界情勢に影響を

及ぼすことでしょう。また国内において、石

破首相が７月に衆参同日選挙となる可能性を

否定せず、ダブル選挙も考えられます。 

 「２０２５年問題」として団塊の世代の皆

さまが７５歳を迎えられ、国民の５人に１人

が後期高齢者になります。こうした中、医療

や介護体制をどう充実させていくのか、働き

手不足の問題にどう向き合っていくのかが問

われています。 

こうしたさまざまな課題を受け止めなが

ら、市民の声を議会質問に繋ぐよう、いっそ

う努めて参ります。 

今年もどうぞよろしくお願いいたします。 

12 月 16 日（月）、福島市聴覚障害者協会の西山会長、

福島県聴覚障害者情報支援センターの山田所長とともに、

今年 11 月に開催されるデフリンピックに対する認知度向

上への協力と、J ヴィレッジが会場となるデフサッカーの応

援を萩原太郎市議会議長に要請し、デフリンピックのピン

バッチを贈呈しました。 

デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
成
功
に
向
け
て 

12 月定例会議でも質問に立ちました 

市
政
に
繋
ぎ
、
活
か
す
た
め
に 

く
ら
し
の
声
を 

12 月 14 日（土）、小倉寺町会うたの会主

催「ハッピーコンサート」が開かれました。 

4 つのグループに分かれて、それぞれが特徴

を生かし、楽しい発表会になりました。 

私たちのグループは「フニクリフニクラ」を

「オニのパンツ」に言い換え、踊りを交えて発

表しました！ 

 

建
設
水
道
常
任
委
員
会
で 

市
街
化
調
整
区
域
を
視
察 

（
左
は
石
山
波
恵
市
議
） 

市
議
会
議
長
に
協
力
を
要
請 

─社民党県連合─ 

「2025 年新春旗開き」に参加しました 

2025 

1
月
19
日
（
日
）、
福
島
グ

リ
ー
ン
パ
レ
ス
で
開
か
れ
た

「
二
〇
二
五
年 

社
民
党
県

連
合
・
新
春
旗
開
き
」
で
、
社

民
党
の
自
治
体
議
員
と
し
て

ご
挨
拶
し
ま
し
た
。 

「
が
ん
こ
に
平
和
！
く
ら

し
が
一
番
！
」
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
を
胸
に
、
社
民
党
の
議
員

と
し
て
精
一
杯
頑
張
る
決
意

を
新
た
に
し
ま
し
た
。 

県内の社民党の自治体議員の皆さんとともに頑張ります！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

  

■ 質問項目 ■ 

1 デフリンピックを契機とした障がい者への理解・関心を

深める取り組みについて 

2 新制度のシルバーパスポートについて 

3 介護職員の処遇等について 

4 高齢者を支える地域体制づくりについて 

デフリンピック開催まで、残り

1年を切り、いよいよ今年11月

に開催となることから、市民の関

心を高める取り組みと併せて、障

がい者とのコミュニケーション

ツールである「手話」に触れる機

会を増やすなど、デフリンピック

を契機とした障がい者への理解

や関心を深める取り組みへの要

望も含め、質問してきました。 

デフリンピックついては、木幡

市長より、障がい者スポーツの振

興に努めてきた実績や「福島市手

話言語条例」を制定してきたこと

に触れながら、「より多くの市民

に関心を持ってもらうことは共

生社会の実現を進める本市にと

っても大変意義がある。今後とも

さまざまな機会を捉えて応援ム

ードの醸成に努め、デフリンピッ

クの普及、啓発を図っていく」と

の答弁がありました。 

また、市民・文化スポーツ部長

からは、「手話出前講座」の場を活

用して主に市内小中学校を対象

とした「東京 2025 デフリンピ

ック」に向けた啓発の取り組みが

行われていることが報告される

とともに、シティハーフマラソン

やさまざまなスポーツイベント

開催時における効果的な広報を

検討していきたいとの答弁があ

りました。 

高齢者数の推移と人口動向から、高齢化率の上昇、超高齢化社

会への移行に加え、単身高齢世帯や夫婦のみの高齢者世帯のさら

なる増加が見込まれる中、 「見 り活動」をはじめとする地域ぐる

みの取り組みや、そうした活動への市の支援について質問しまし

た。また、介護ロボットなどの ICT 導入や政府が打ち出した「新

しい認知症観」について、市の所見を伺いました。 

これについて、健康福祉部長より「高齢者全体を支える自助・共

助・公助による地域包括ケアシステムの充実を図る」とした上で、

「一人暮らし高齢者や夫婦のみの高齢者世帯に対しては、ICT 技

術を活用した見 りや安否確認などの支援策を強化していく」と

の回答がありました。 

 

「令和 5 年度福島市介護職員等サービス従事者不測の実態等に

関するアンケート調査」で明らかとなっている、介護職員の人員不

足問題について、人材の確保、定着に向け、処遇改善をはじめとす

る市の取り組みについて質問しました。 

これに対し、健康福祉部長より、介護職資格取得のための費用の

新年度から利用金額に年間2万円 

の上限が設定された新制度「シルバー 

パスポート」の申請状況について質問しまし

た（回答は左の表の通り）。 

タクシーを追加したことで申請する人が

増えたことから、今まで公共交通を利用でき

なかった人が多くいたことが伺われます。 

こうした中で、「タクシー利用のみ2万円

にできないか」との声が多く聞かれ、市当局

がいう「平等性」や「地域格差の解消」との

観点から、検討する必要があるのではないか

と質問しました。 

これに対し、木幡市長より、新制度導入に

至った経緯と併せて「新制度移行後、利用実

態や利用者の声などを検証した上で、タクシ

ー利用可能額の引き上げを含めて、必要に応

じた見直しは検討していく必要があるもの

と考えている」との答弁がありました。 

ゆみこの

● 今回の定例会議では、 

① 聴覚障がい者の国際大会「デフリンピッ

ク」を福島市でも盛り上げたい！ 

② 新制度シルバーパスポートに「タクシー

利用のみ２万円」を検討してほしい！ 

③ 介護職の人材不足を解消したい！ 

④ 高齢者を支える地域体制を作りたい！ 

との思いを込め、４つの質問をしました。こ

の４つのテーマは、“思いやりのある社会

を”との思いに根ざしたものです。  

● 昨年４月に障がい者への理解を広げる

ための「障害者差別解消法」が改正されまし

た。「合理的配慮」や「バリアフリー」の考

え方には、精神的な側面と物理的な側面が

あります。私は、障がい者に対してだけでな

く、子どもたちや高齢者に対しても、こうし

た考え方が共通して求められてると思って

います。 

● 今年２０２５年は、団塊の世代が後期高

齢者になります。高齢化社会に拍車がかか

る中、介護職員の不足が問題となっていま

す。また同時に人口減少も深刻です。 

● 「合理的配慮」や「バリアフリー」の考

え方が全ての人に広まれば、人を大切にす

る心が育まれ、今よりもっと安心・安全な暮

らしに繋がると思います。高齢者は健康で

長生きし、子供たちは地元ですくすくと育

つのではないかと思うのです。 

● 障害者も特別な人ではなく、誰もが当り

前に平等に、健やかな生活をおくることが

できる社会づくりが必要だと思うのです

が、皆さんはどう思われるでしょう。 

● 私は、毎回、必ず質問に立つこと、そし

て成果を出すことを目標にしています。今

回の成果は、何度も質問をしているシルバ

ーパスポート事業について、市長から「新制

度のシルバーパスポートが始まってから、

見直し検討する」と答弁を頂いたことです。 

● 利用に上限額が設定されたことは“福祉

の後退”であり、本当に残念ですが、今後、

利用状況や実態を注意深く検証しながら、

高齢者に優しい制度となるよう取り組んで

いきたいと思います。 

● そして、市民の暮らしに寄り添う優しい

福島にしていきたいと思っています。 

 
皆さんの傍聴に 

大変励まされます！ 

「シルバーパスポート」申請状況（2024年 11月 30日現在） 

32,700人（対象者の 66％）が申請、23,000人が審査済み 

・バス/飯坂線＋タクシーの申請者数 約 18,000人（全体の 78％） 

・バス/飯坂線の申請者数      約 5,000人（全体の 22％） 

8 割を助成する事業や元気高齢者を対象とした介護助手セミナーの開催、若い人向けの介護職 PR

ビデオの配信など、人員確保に向けた市の取り組みと実績が紹介されました。 

また、質問の中で、処遇改善の具体策として「市独自の介護報酬加算」と「介護職員への補助金

支給」の検討を求めましたが、健康福祉部長からは「国に働きかける」以上の回答はなく、市独自

の取り組みについての言及はありませんでした。 


